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                                  ハラスメントは許しません！！                            令和 ４年 ４月 １日 
特定非営利活動法人Ｒｅ・Ｌｉｆｅ 理事長 中西 啓二 

  
１ 職場におけるハラスメントは、労働者の個人としての尊厳を不当に傷つける社会的に許されない行為であるとともに、労働者の能力の有効な発揮を
妨げ、また、会社にとっても職場秩序や業務の遂行を阻害し、社会的評価に影響を与える問題です。 

   性別役割分担意識に基づく言動は、セクシュアルハラスメントの発生の原因や背景となることがあり、また、妊娠・出産・育児休業等に関する否定的
な言動は、妊娠・出産・育児休業等に関するハラスメントの発生の原因や背景になることがあります。このような言動を行わないよう注意しましょう。ま
た、パワーハラスメントの発生の原因や背景には、労働者同士のコミュニケーションの希薄化などの職場環境の問題があると考えられます
ので、職場環境の改善に努めましょう。 

２ 我が社は下記のハラスメント行為を許しません。また、我が社の従業員以外の者に対しても、これに類する行為を行ってはなりません。 （なお、以下
のパワーハラスメントについては、優越的な関係を背景として行われたものであることが前提です。） 

  ＜パワーハラスメント＞ 
    ①隔離・仲間外し・無視等人間関係からの切り離しを行うこと 
        ②私的なことに過度に立ち入ること 
  ＜セクシュアルハラスメント＞ 
        ③性的な冗談、からかい、質問 
    ④わいせつ図画の閲覧、配付、掲示 
    ⑤その他、他人に不快感を与える性的な言動 
  ＜妊娠・出産・育児休業・介護休業等に関するハラスメント＞ 
    ⑥部下又は同僚による妊娠・出産、育児･介護に関する制度や措置の利用を阻害する言動 
    ⑦部下又は同僚が妊娠・出産、育児･介護に関する制度や措置を利用したことによる嫌がらせ等 
    ⑧部下又は同僚が妊娠・出産等したことによる嫌がらせ等 
  「就業規則第６１条２、３相手方の意に反する性的言動で、それによって仕事を遂行するうえで一定の不利益を与えるもの、または就業環境を悪化させるもの、心
身の健康や職場の士気を低下させる行為であり、従業員はいかなる形でもパワハラに該当するか、該当すると疑われるような行為」とは、次のとおりです。 
   ＜パワーハラスメント＞ 
       ⑨業務上明らかに不要なことや遂行不可能なことの強制、仕事の妨害を行うこと 
        ⑩業務上の合理性なく、能力や経験とかけ離れた程度の低い仕事を命じることや仕事を与えないこと 
  ＜セクシュアルハラスメント＞ 
        ⑪性的な噂の流布 
        ⑫身体への不必要な接触  
        ⑬性的な言動により社員等の就業意欲を低下させ、能力発揮を阻害する行為 
   ＜妊娠・出産・育児休業・介護休業等に関するハラスメント＞ 
     ⑭部下による妊娠・出産、育児･介護に関する制度や措置の利用等に関し、解雇その他不利益な取扱いを示唆する行為 
        ⑮部下が妊娠・出産等したことにより、解雇その他不利益な取扱いを示唆する行為 
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ハラスメント行為は人権にかかわる問題であり、従業員の尊厳を傷つけ職場環境の悪化を招
く、ゆゆしき問題です。当社は、ハラスメント行為は断じて許さず、すべての従業員が互いに
尊重し合える、安全で快適な職場環境づくりに取り組んでいきます。 

このため、管理職を始めとする全従業員は、研修などにより、ハラスメントに関する知識や
対応能力を向上させ、そのような行為を発生させない、許さない企業風土づくりを心掛けてく
ださい。 

パワーハラスメント防止方針 

 我が社は、パワーハラスメントなど、個人の尊厳を損なう行為を許しません。また、それ
らを見過ごすことも許しません。 

 我が社の従業員は、パワーハラスメントなど、個人の尊厳を損なう行為を行ってはなりま
せん。 

 我が社は、パワーハラスメントなどの解決のために相談窓口を設け、迅速で的確な解決を
目指します。相談者や、事実関係の確認に協力した方に対し、不利益な取扱いは行いませ
ん。また、プライバシーを守って対応します。 
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人 権 方 針 

 当社は、人権、人格、個性、個人の多様な価値観を尊重します。 

 当社は、差別的言動、暴力行為、セクシュアルハラスメントやパワーハラスメントなどの
個人の尊厳を損なう行為を行いません。 

 

 コンプライアンス方針 

 役職員始め職員一同が遵守すべき規程を制定し、職員全体のコンプライアンスの意識を
高めるようにしています。もし役職員及び職員がコンプライアンスに反する行為を行った
場合、 迅速に対応し、問題解決を図ります。 

 責務 

我々は、国内外の法令、定款、規程やその精神を尊重し、これを遵守し、社会人として
の良識と責任を持って行動します。 

 職員の尊重 

我々は、すべての人々の人格・人権を尊重し、いわれなき差別・セクシャルハラスメン
ト・パワーハラスメントなどの行為を行いません。また、ハラスメントを放置せず健全
な職場環境を維持します。 

 

 
 


